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第 14 講 遠隔学習における多視点映像の評価法 

【学習到達目標】 

 

・遠隔学習において動く紙おもちゃのどの視点を配信するとよいか， 

その学習シーンを想定して説明できる． 

・調査目的に対応したアンケート調査用紙を作成できる． 

 

１．遠隔学習への活用 

２００７年６月１０日(日) に本学の文化情報研究センターで遊童館館長水野

政雄氏による「おもしろ紙おもちゃ」親子教室を開催した． 

第一部では，水野政雄氏の「おも

しろ紙おもちゃ制作」の過程を，

１６方向から静止画撮影，６方向

から動画撮影を行い，マルチアン

グル同時撮影画像のデジタルアー

カイブ開発を試みた．(写真１) 

 第二部では，主会場の親子とい

っしょに，「おもしろ紙おもち

ゃ」の制作をするとともに，この

様子を，高山･沖縄に動画配信した．(写真２) 

ここでは，高山での遠隔親子教室を例にアンケートを実施したので，このアンケ

ート結果の分析と今後の課題について考える． 

２．｢おもしろ紙おもちゃ｣親子教室 

 「おもしろ動くおもちゃ」親子教室は，親子が参加でき，また，“動くおもち

ゃ”作りは，親と子どもが家でも一緒に遊ぶことができる教材である． 

 この「おもしろ紙おもちゃ」親子教室を，岐阜，高山，沖縄に映像を本大学の

図４のような遠隔キャンバスネットワークによって配信し，親子教室を実践し

た． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 紙おもちゃ制作の過程 

【報告書】「おもしろ

紙おもちゃづくり教

室」 
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この「おもしろ紙おもちゃ」親

子教室は，多くの教材について考

えられ，教員養成での教材開発で

の学生がもつべき基本的な参考資

料になると考えられる．特に，学

生に教材開発の視点として，最も

基本的な素材から作成することを

学習させるべきである． 

 また“紙おもちゃ”の作りが，こ

れまでの教師と学習者の関係から，親子のコミュニケーション・プログラムへの

展開が期待される．特に，最近，親子が共同して物を創り，完成の喜び，お互い

の関係を確かめる活動が少なくなっており，これらの補助教材としての利用につ

いても研究を進める必要がある．このためには，共同作成のプロセスを観察し，

行動を記録・分析および親子の興味，関心などのまず基本の調査が必要である．

また，このような活動を教育として適用するためには，活動についての親子の状

況を調査し，教員養成の教材として，どのような指導方法，展開をさせるか検討

する必要がある． 

３．マルチアングル同時画像のデジタルアーカイブ 

この親子教室では，オンデ

マンド動画を撮影するため

に，午前の部では，マルチア

ングル同時撮影画像のアーカ

イブ化を行った．マルチアン

グル同時映像とは，図１のよ

うに，ある撮影対象を多数の

カメラで同時に撮影した映像

データである．例えば，スポ

ーツ中継において，野球の投

手を，スタンド側から，バッ

クネット裏側から，ベンチ方向からなど，様々な場所から競技の様子を撮影した

映像である．他の例としては，多数のビデオカメラ使用したビルの監視，運動会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 高山会場の様子 

図１ マルチアングル同時撮影法 
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などで多数の保護者がビデオカ

メラで自分達の子供を撮影した

ような映像などが挙げられる． 

 教材などのデジタルコンテン

ツを作成する場合にも，このよ

うな自由視点映像が要求とさ

れ，学習者が必要な資料を選ん

で提示できるシステムが求めら

れる．特に，教材の開発の場合

には，横の移動だけではな

く，図２のように縦の座標に

沿った映像が必要となる．特に，紙おもちゃの教材指導教材については特に上部

からの視点撮影教材が重要であった． 

 さらに，映像を撮影する場合，撮影者は被写体に合わせてズームアップを行う

と考えられる．本稿で用いた映像では，ズームアップなどを行わず一定の焦点距

離で撮影を行った．従って，ズームアップについては，撮影カメラから映像デー

タを取得して図３のようにスケールを変えることで対応した． 

 このように，従来のデジタル

アーカイブで行われてきた１方

向からのデジタルアーカイブか

ら，マルチアングルからのデジ

タルアーカイブの技術的手法が

必要とされてきている． 

 このマルチアングル同時撮影

技術の注意点は，マルチアング

ルのカメラが同時に且つ多方向

（Ｘ－Ｙ軸）から正しく動くよう

に，カメラの高さ（Ｚ軸）を同じ

にする必要がある．また，マルチアングルの撮影データを用いて，一連の連続性

がある提示をしたり，多方向から見た文化活動の研究等をしたりするときには，

ある程度の正確性が要求される． 
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図２ Ｚ軸方向のマルチアングル同時撮影 

図３ 拡大・縮小（scale） 
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４．遠隔親子教室の実施 

遠隔教育システムの構成は，写真３のような TV会議システムを利用し，NTT

西日本のフレッツ網を利用した．このことにより通常のインターネットに比較し

て画像の送信をスムーズに行くようにすることと，VLANを設定するために機器

(VG-100)を設定することによりセキュリティを保つことにした．また，TV会

議システムの画像は，プロジェクタで大型スクリーンに投影し，臨場感を持たせ

ることにより，教育効果を高めるようにした．今回の遠隔教育システムを図４に

示す． 

 この遠隔教育システムを想定すれば，一般の公開講座のように場所や時間に制

限されることなく，近くで受講できるという利便性を考えると，公開講座におけ

る遠隔教育システムは充分利用できるものであり，将来，公開講座が在宅学習へ

と学習形態が移行する事が考えられる． 

遠隔講義は一講演会場での講義と比較して多地点の会場，より多数の受講者に受

講できる機会となる．そのため講師は講義内容を，より充実 

したものにし，準備することができる．また，補助教材も画像・映像を含めて学

習者がより理解できるマルチアングルの教材が用意できる． 

この点が遠隔講座方式の利点といえる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠隔キャンバスネットワークシステム

FG100

仮想HUB

FG100
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ＴＶ電話
ＴＶ電話

TV電話 TV電話

TV電話 TV電話

PC

PCPC

Ｂフレッツ（ファミリー１００）

Ｂフレッツ（ベーシック）

フレッツADSL

フレッツグループ

【文化情報研究センター】

【高山キャンバス】 【沖縄キャンバス】

大学のネット
ワークに

図４ 遠隔教育システムの構成図 
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また，遠隔講座の学習効果を向上させるには，効果的な補助教材を用意し，受

講者の講義に対する反応を的確に掴み，これに対して適切な時点で適宜提供・応

答することである． 

この為には受講者の理解度や質

疑応答に必要な補助教材を想定し

制作・蓄積しておく必要がある．  

５．アンケートの実施 

今回岐阜会場と遠隔で参加した

高山会場の親子を対象に図５，図

６のようなアンケートを実施し

た．参加者は，岐阜

会場は 32名，高山会

場（152名（親子71

組））（沖縄会場は

284名（親子102

組）であった．(※沖

縄会場は，アンケー

ト未実施) 

 このアンケート

は，第二部の親子教

室が終了した時点で

調査をした．また，

このアンケートは親

を対象にしたアンケ

ート(図５)と，子ど

もを対象にしたアン

ケート(図６)の２種

類実施した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ ＴＶ会議システム 

図５ 大人を対象にしたアンケート 
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このアンケートでは，このような親子教室が，直接講師と一緒に行う場合と，遠

隔地において双方向遠隔授業として行う場合との，親子のコミュニケーションの

変化並びに教育的効果にどのような差異があるかについて調査することを目的に

した．また，遠隔での調査を行うことで，講座の様子をマルチアングルで撮影

し，どのアングルからの映像が，親子の理解を深め，コミュニケーションが活発

になるかについても検討した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 子どもを対象にしたアンケート 
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６．自己分析とコミュニケーション 

コミュニケーションの定義としては，広辞苑には「社会生活を営む人間の間に

行われる知覚・感情・思考の伝達」とある．また，「人間同士が，言語・非言語

を通して知識・感情．意思を伝達し合う相互作用」という定義もある．コミュニ

ケーションにおいて，「表現する」というのは欠かせない行為であり，「表現す

る」が故に相手に伝えることもでき，何かを訴えることができる． 

 現代ほど多種多様なコミュニケーションツールが溢れた時代はない．電話・Ｆ

ＡＸなどリアル・コミュニケーションはもとより，放送・ビデオ・メールなどの

バーチャル・コミュニケーションも，花盛りである．しかし，それで社会や人間

関係が豊かになったかというと全くその逆で，「他人とのコミュニケーションが

うまくいかない」「自分をわかってもらえない」などと，悩む人は増える一方で

ある． 

 一方，マネジメントとは，「何かの目標達成のため，最も効率よく手順を組む

こと」である．体験学習型の教育活動におけるコミュニケーション・プログラム

では，このマネジメントが，大変重要であることは言うまでもない．つまり「表

現し，伝え合う行為を最も効率よく手順を組むこと」がコミュニケーション・マ

ネジメントであると言える． 

 子どもにとってうまくコミュニケーションを取れない弊害は大きい．現代で

は，これらのコミュニケーション全般をうまくコントロールし，管理していくス

キルが必要とされている． 

 つまり，「コミュニケーション・マネジメント」とは「表現し，伝え合う様々

な手法をうまくコントロールし，学習効果を高めるよう管理していくこと」と言

える． 

 このミュニケーション・マネジメントには２つのポイントがある． 

①コミュニケーションがインタラクティブか？ 

②何(What)を行っているかでなく，どのように(How)行われているかが重要 

①は，一方通行のコミュニケーション，という言葉はあまりないように，コミ

ュニケーションは前提の中にインタラクション＝相互作用があるのではないか．

一方通行で終わらず，互いに伝え合うことができた時に初めて「コミュニケーシ

ョンが成立する」のではないかと考える．コミュニケーションはそもそもインタ

ラクションが内包されているにもかかわらず，最近それを喪失してきているよう

に思える．情報過多な現代では，個人は情報を圧倒的に受け取る，あるいは受け

流すだけで 受信＞発信の状態になっている． 
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②の「What ではなくHow」は，コミュニケーションが多様化すればするほ

ど，その手法や技法のみにとらわれてしまい，肝心の言わんとすることがどれ

だけ伝わっているのかといった基本が見失われがちになっている．沢山のコミ

ュニケーションツールに囲まれて満足するのではなく，その本質を全うするべ

きであるといえる． 

 この「おもしろ紙おもちゃ」親子教室は，講師の指示に従って紙おもちゃを親

子によって共同で作る教室である．親子が一緒の紙おもちゃを作るときに，講師

の手さばきを見るだけではなかなか作ることができない．そこで，親子がコミュ

ニケーションをとって一緒に作り上げるという場面を故意に設定した．つまり，

コミュニケーション・マネジメントの実践プログラムとして位置づけた． 

親子のコミュニケ

ーションについて

は，「親子のコミュ

ニケーションと住ま

い」アンケート結果

（2007.6.20 ブラ

イトホーム住まいづ

くり研究所）による

と，「子どもの成長

を考える上で大切な

ことは，次のうちど

れだと思います

か？」という設問に，

79%の親が，親子の

コミュニケーションをあげている．つまり，子どもの成長を考える上で大切なコ

ミュニケーショであると認識している．また，これらの親子のコミュニケーショ

ンについては，63%の親が親子のコミュニケーションは，充分にとれていない

と思っているという現実がある．今後，一般の講座の中で，親子のコミュニケー

ションを促す講座を開催することが望まれる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

系列1, 必要

である, 129, 

91%

系列1, やや

必要, 12, 

9%

系列1, あま

り必要でな

い, 0, 0%

系列1, 必要

でない, 0, 

0%

必要である やや必要 あまり必要でない 必要でない

図７ 親子で共に行う行動 
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今回のアンケートでも

親子で共に行う活動につ

いても，図 7のように

91％が必要であると回

答している． 

 また，子どもとのコミ

ュニケーションについて

は，図８のように85%

の親子がコミュニケーシ

ョンをとることができた

と回答している． 

 このアンケート結果よ

り，親子のコミュニケー

ション・マネジメントとしての講座を構築できたと捉えることができる．つま

り，親子で同じ作業を実施するというこのような親子教室を設定することによ

り，親子のコミュニケーション・マネジメント・プログラムとして適しているこ

とが分かる． 

７．遠隔学習における教育的効果 

 Ｍ・マクルーハンは

メディアの定義を，テ

レビや新聞といった情

報メディアだけでな

く，人間が作り出した

ものを全てメディアと

呼ぶ点においては，汎

メディア論ともいえ

る．たとえば車も彼は

メディアと考えてい

る．車は一，二台組み

立てられたところで，

社会的に何ら意味を持

たない．しかし，何台

も製造され， 

  

系列1, 尋

ねた, 110, 

85%

系列1, 尋

ねなかっ

た, 20, 15%

尋ねた 尋ねなかった

図８ 子どもとのコミュニケーション 

高山会場(遠隔）
岐阜会場

取り組みやすい感じ      1           2           3          4            5 難しい

楽しい感じ      1           2           3          4            5 つまらない

明るい感じ      1           2           3          4            5 暗い

活発な感じ      1           2           3          4            5 静か

変化に富む      1           2           3          4            5 ありきたり

考えが広がる      1           2           3          4            5 広がりはない

新鮮な感じ      1           2           3          4            5 古い感じ

奥が深い      1           2           3          4            5 浅い

飽きない      1           2           3          4            5 飽きる

共同活動向き

(誰かと一緒にやると
よい）

     1           2           3          4            5 個人向き

(一人で取り組む）

図９ 遠隔教室とのイメージ調査の差 
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道路や法規といった，それを社会において機能させるインフラが整備されること

に従って，人々や物の流通といった経済活動に関わる存在となる．こうしてシス

テムを成し，社会生活の中に組み込まれることによって車は意味のあるものとし

て存在することが出来るのである．そうしてはじめて，車は真に車となるのであ

る． 

 彼は，「メディアはメッセージである」という有名な命題を残しているが，そ

の言葉の中にも，彼のメディアについての考え方がよく表われている．メディア

がその伝えるメッセージ以上に人間や社会を変化させる力を持っている，という

ものである．メディアの効力としては，社会的影響力という側面だけでなく，人

間のあらゆる可能性の拡張も成し得る，といったニュアンスをも示しているので

ある．こうした彼の主張は，メディアは，それを使う人々の知覚習慣を変え，ま

た内容を伝える過程においても人々の感覚に働きかけるのである，というもので

あり，メディアは決して，メッセージを私達に伝えるための装置といったような

価値中立的なものではなく，メディアを通してコミュニケーションを図る私達に

対して“働きかける”ものであるということを示している．そして，人間と同様

に，社会に対しても働きかけ，変化させるのでもある，としている．要するに，

メディアは内容と使用者の両方を形作るというわけである．そして実際問題とし

て，そうしたメディアの営みは，私達が気付かない間に行われるのである，とい

うことは様々なところで問題となっているのである． 

 ここで，このような視点で，遠隔教育システムというメディアの効果について

今回のアンケート結果を説明する． 

 今回の遠隔教育システムは，遠隔メディアとして，どのようなメッセージを，

どの程度生の教室に比べて働きかけることができるかを分析した結果である． 

 図９は，図５の岐阜会場と遠隔会場である高山会場におけるアンケート結果を

比較したものである． 

 遠隔教室である高山の会場では，写真３のようにスクリーンに岐阜会場の講師

をいろいろなアングルの映像を送信し学習するものである． 

 写真３のスクリーンの右側に立っている講師は，高山会場のファシリテータ

で，1名の教員と４名の学生を配置した．ファシリテータとは，講師の話をわか

りやすく説明したり，児童生徒に対して質問などを聞いたりする支援者である．

筆者らは，図７のイメージ調査では，当初は，両会場の調査結果としてもっと差

が開くと考えていたが，実際は，比較的好意的に捉えられたことは意外であっ

た． この原因として考えられることは，これらのファシリテータの存在であ 
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る．ファシリテータが，講師の手ぶりや話を補強し，適切なアドバイスをしてい 

たことが要因であった．ちなみに，沖縄ではファシリテータを置かなかったため

に，講座の満足度は低かったとの報告を得ている． 

 また，午後の「おもしろ紙おもちゃ」親子教室では，マルチアングルの映像を

送信したため，どのアングルが理解を助ける上で効果があったかについてもアン

ケートを取ったが，それについては次回に報告する． 

 次に，子どものアンケート結果を分析したグラフを図１０に示す．このアンケ

ートも同じように講座修了後に子どもに対してアンケート調査をし，両会場での

結果を比較したものである． 

 このアンケートでも，図９の親のアンケートと同様に，遠隔会場の参加意欲が

低いことがわかる．しかし，親のアンケートと同様に筆者らが予想していたよ

り，遠隔会場の結果が良かったことは特筆すべきである． 

ここでも，原因として考えられることは以下の２点である． 

①ファシリテータの指導 

②マルチアングルでの映像配信 

このアンケートだけでは，これらの原因については予想するしかないが，今後

これらの仮定について，比較できるような親子教室を実施し，定量的に原因を分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高山会場(遠隔）
岐阜会場

あまり楽しくなかっ
た

はい      1       　　　　　　　   1.5   　　　　　　　　　 2いいえ

行かないと思う

使えた      1       　　　　　　　   1.5   　　　　　　　　　 2うまく使えなかった

はい      1       　　　　　　　   1.5   　　　　　　　　　 2そのようには思わ
なかった

はい      1       　　　　　　　   1.5   　　　　　　　　　 2そのようには思わ
なかった

聞いた      1       　　　　　　　   1.5   　　　　　　　　　 2聞かなかった

うまくおれた      1       　　　　　　　   1.5   　　　　　　　　　 2うまくおれなかった

はい      1       　　　　　　　   1.5   　　　　　　　　　 2いいえ

⑦紙はうまくおれましたか

⑧紙おもちゃつくりはかんたんだと思いましたか

⑨作っていてわからないとき家の人やまわりの人に聞きましたか

①紙おもちゃづくりは

②もっと続けてやりたかった

③家で作りたいと思った

④友達に教えてあげたいと思った

⑤またあったら、もう一度行きたいですか

⑥はさみはうまく使えましたか

はい      1       　　　　　　　   1.5   　　　　　　　　　 2

楽しかった      1       　　　　　　　   1.5   　　　　　　　　　 2

図１０ 子どものアンケート結果の比較 
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析しいていくつもりである． 

８．マルチアングルでの映像配信 

 撮影には，マルチアングル同時撮影の方法を採り，水野氏が「紙おもちゃ」を

創作されている様子について，正面，天井，左右など周囲8方向からカメラ 8

台で静止画を，同様に4方向からハイビジョンビデオカメラ 4台で動画を記録

した． 

 「おもしろ紙おもちゃ」親子教室は，折り紙やストロー，紙コップなどをはさ

みで切ったり，折ったり，ペンで描きいれたりすることで，紙おもちゃが出来上

がるという創作である．デジタルアーカイブの記録に際しては，その完成までの

一つ一つのプロセス，創作方法の説明，楽しそうに創り上げていかれる水野氏の

雰囲気など，重要なポイントが多々ある． 

 そのため，創作のプロセスについては，マルチアングル同時撮影の静止画，動

画で，水野氏の説明や雰囲気については，同様にアングル同時撮影の動画や，ワ

ークショップとして，実際に参加者を前に創作指導をされている様子を参加者の

様子と共に撮影した動画によって記録を試みた．その他，子どもの参加者が紙お

もちゃを創作する様子も動画や静止画で撮影した．本資料は，これまでの水野氏

による「おもしろ紙おもちゃ」親子教室での適用について，検討し，次の具体的

な展開の方向性を示した．特に，その視点としては， 

① コミュニケーション・マネジメントいう視点 

② 遠隔教室におけるファシリテータの適応 

③ マルチアングル教材の適応性 

などについて分析結果との今後の課題を示した． 

課 題 

 

１．遠隔学習において動く紙おもちゃのどの視点を配信するとよいか， 

その学習シーンを想定して設計しなさい． 

２．遠隔学習における学習効果のアンケート調査用紙を作成しなさい． 

３．遠隔学習において教師はどのようなことに配慮して指導すること 

が必要か具体的に説明しなさい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


